










要約:全国の関係機関に入院中の重症心身障害児(者)(重障児)を対象に、妊娠中の母体の異

常につきおこなった昨年度のアンケート調査結果をもとに妊娠母体の発熱が重症心身障害

をもたらしうるか 2次調査をおこなった。対象は、昨年の調査で妊娠中の母親発熱を除き

重症心身障害をきたしうるような明らかな原因を推定できないと回答された 67 例で、推定

原因の再確認、母体発熱によりきたし易いとされている奇形合併の有無、頭部 CT所見につ

き調査した。2次調査に対する回答が得られたのは42 例で、うち 6例では母体の発熱以外

に推定原因があることを伝えてきた。頭部 CT所見に関する情報が得られたのは27 例であ

った。 

2 回の調査結果をもとに、対象を母体発熱時期により妊娠 3ヵ月以内、4ヵ月、5ヵ月以降

の 3群に分け、さらに発熱原因を風疹とその他の原因に分けて、CTスキャンにより判明し

た脳奇形を含めた奇形・小奇形の内容及びその発現頻度を検討した。その結果、奇形の合

併率が最も高率であったのは妊娠 3ヵ月以内に風疹に罹患し発熱をきたした既往のある母

親より生まれた群で、6例中 5例(83.3%)に小頭、小眼球、口蓋裂、心奇形、白内障等の奇

形を合併していた。風疹以外の原因による発熱をきたした既往のある母親より生まれた群

の奇形・小奇形の発生率は、母体発熱時期が妊娠 3ヵ月以内で 52.4%、5 ヵ月以降で40.0%

と有意差はみられなかった。母体発熱例にみられる異常の発生頻度を既報例と比較したと

ころ、対象例では小眼球症、小顎症、顔面正中低形成の発生頻度が有意に低かった。以上

の検討結果より、妊娠中の母体発熱が脳奇形を含めて特異な奇形・小奇形を伴う重症心身

障害をもたらすとの結論には至らなかった。 


